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研究成果の概要（和文）：「啓蒙と東アジア」というテーマで予想される答えは、ヨーロッパの

啓蒙がアジアに及ぶという図式であろうが、アジアの 18 世紀にもヨーロッパ型ではない「啓蒙」

の実質が認められ、その「文芸共和国」の実態を明らかにし、東西比較の土台を築いた。同時

にヨーロッパの啓蒙理解をさらに深化させるべく「百科全書」のテキスト研究に取り組んで、

順次成果を公開しつつ、なお継続している。 

 
研究成果の概要（英文）：In the mid 18th century, the Yi Dynasty dispatched a Korean Embassy 
to Japan. They were selected to form friendships with Japanese literati. Then they 
informed their friends of Japanese literati activity upon their return to Korea. In the 
sequel Hong Dae-jong traveled to China to look for like-minded intellectuals. Luckily 
he met the splendid literati in Beijing. Then the Practical School thinkers integrated 
two streams, Japanese and Chinese, and formed the Republic of Letters in Seoul.  
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１．研究開始当初の背景 
 遡れば平成 16 年に名古屋大学総長裁量経
費による「東アジア 18 世紀学の拠点形成」
研究会で芳賀徹氏の「文明としての徳川日
本」というテーマでの研究会を始発として、
平成 18 年７月（於名古屋大学）、フランソワ・

ラショー氏（エコール・プラチィック・オー
ト・ゼチュード助教授）の研究会を実質的な
出発点として、９月、慶応大学で百科全書の
リヴォルノ版の調査と同時に当時の修辞学
教科書との比較検討を行い、11 月、名古屋工
業大学で、伊東貴之武蔵大学教授を招き清朝
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思想史の研究会を持ち、東西比較の視点を探
った。 

平成 19 年１月、名古屋大学で孟華北京大
学教授の「ヴォルテールと孔子」・渡辺浩東
大教授（研究分担者）の「聖人は幸福か？」
の講演をもとに、18 世紀中国における公共性
の問題と、日中儒学の比較を通じて東アジア
の啓蒙の諸相を明らかにした。 
 
２．研究の目的 
本研究は 18 世紀を「公共知」の世紀とし

て捉え、『百科全書』に典型的に見られるよ
うな知の総合化の東西比較を行い、近代以降
の知の混迷の時代に示唆を与える処方箋を
見出すことを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 代表者・分担者ともに自らの領域を超えて
東西比較を行うために、毎年、研究会を組織
し、知見を共有することに努めた。ことに日
韓中３国の 18 世紀学会のメンバーが相集っ
て研究会を運営し、それぞれの持ち味を活か
しながら、東アジア、ひいては東西の枠を超
える方向での研究に新生面を拓くことを心
がけた。 
 一例として、従来、ともすれば国別に行わ
れてきた思想・文化研究が、朝鮮通信使・燕
行使などの外交を通じて連携が生じ、新たな
局面が生まれる様相を、それらをつなぐ諸資
料を総覧することによって、東アジアにも国
境を超えた「文芸共和国」の存在が確認され
た。 
 
４．研究成果 

平成 18 年度、「ヴォルテールと孔子」（孟
華・北京大学）と「聖人は幸福か？」（渡辺
浩・東京大学）の研究会を通じて、西欧中心
の「啓蒙」概念を東アジアの視点から捉え直
し、19 年度にはレカ・ティオミス（パリ第
10 大学）を招いて東京と京都で『百科全書』
研究の現在を共通理解とすることに努めた。
これと並行して、国際 18 世紀学会（於モン
ペリエ）で日韓共催のラウンドテーブルを行
うために、予備セッションを名古屋で行い、
理解を深めた。20 年度は、中国・韓国から研
究者を迎え、東西の百科全書的な知識をめぐ
って研究集会を開いた。北京外交研究所准
教授の Yun Long 氏は「中国の百科全書的
知識とフランス人宣教師」について、韓
国・漢陽大学校教授の鄭珉氏が「18 世紀
朝鮮知識人と百科全書的知識」について、
丁茶山を中心に論じ、それに研究分担者
の鷲見洋一氏が「知識の長い道：西ヨー
ロッパから日本まで」と題して規模雄大な
見通しを立て、逸見龍生氏の「＜検討＞概
念の生成と構造ー哲学的地下文書『宗教の
検討』をめぐって」と題して細部にわたる

発表を行って、個別に東アジアと啓蒙問
題の解明を深化させてきた。 
 さらに高橋は、20 年 10 月にパリとライ
デンで、それぞれ国際研究集会に出席し、
日欧比較および西洋文化摂取の講演と意
見交換を行った。11 月にはソウル漢陽大
学校韓国学研究所で東アジア文芸共和国
の骨子を報告した。21 年 2 月、パリ・ラ
イデン両報告をまとめて、国際日本文化
研究センターの「18 世紀日本の文化状況
と国際環境」研究会で報告した。 
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